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大
学
対
抗
戦
は
ミ
ク
ロ
経

済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
２

科
目
の
合
計
点
を
競
う
も
の

で
、
１
チ
ー
ム
９
人
、
上
位

４
人
の
合
計
点
で
順
位
が
決

ま
る
。
本
学
か
ら
は
公
務
員

試
験
講
座
の
受
講
生
有
志
１８

人
が
２
チ
ー
ム
を
組
ん
で
出

場
。
チ
ー
ム
ご
と
に
勉
強
会

を
行
う
な
ど
、
対
策
を
進
め

て
い
っ
た
。

ま
た
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
開
講
す
る
公

務
員
試
験
講
座
で
経
済
学
の

講
師
を
務
め
て
い
る
石
川
秀

樹
氏
が
経
済
学
検
定
演
習
講

座
を
開
講
し
、
「
公
務
員
試

験
で
は
法
律
学
や
政
治
学
だ

け
で
な
く
、
経
済
学
の
知
識

も
問
わ
れ
る
。
実
力
を
は
か

る
意
味
で
も
受
験
は
プ
ラ
ス

に
な
る
」
と
、
学
生
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
。

チ
ー
ム
の
上
位
進
出
に
貢

献
し
た
の
が
、
田
中
さ
ん
と

中
村
さ
ん
の
２
人
。
Ｓ
判
定

（
上
位
１
％
以
上
）
で
個
人

１１
位
（
受
験
者
１
０
９
３
人

中
）
と
健
闘
し
た
中
村
さ
ん

は
「
２
度
目
の
受
験
で
し
た

が
、
前
回
よ
り
も
難
し
く
、

試
験
後
の
手
応
え
は
悪
か
っ

た
で
す
。
そ
ん
な
状
況
で
も

上
位
に
食
い
込
む
こ
と
が
で

き
、
成
長
を
実
感
し
て
い
ま

す
」
と
振
り
返
る
。

Ａ
＋
判
定
（
上
位
１
・
１

～
５
％
）
の
田
中
さ
ん
は「
目

標
を
持
っ
て
勉
強
に
取
り
組

も
う
と
、
前
回
か
ら
受
験
し

て
い
ま
す
。
講
座
を
通
し
て

経
済
の
仕
組
み
な
ど
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
経
済
学
を
面
白
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を

話
し
た
。

石
川
氏
は
「
理
屈
を
理
解

す
れ
ば
あ
と
は
訓
練
。
学
部

に
関
係
な
く
、
繰
り
返
し
問

題
演
習
に
取
り
組
む
こ
と
で

点
数
は
伸
び
る
」
と
話
し
、

「
こ
の
試
験
は
経
済
学
の
理

解
度
を
客
観
的
に
示
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
に
も
書
く
こ
と

が
で
き
る
。
講
座
受
講
生
以

外
の
学
生
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

中
村
さ
ん
ら
１５
人
は
、
石

川
氏
の
勧
め
も
あ
り
、
公
務

員
試
験
合
格
を
目
指
す
自
主

ゼ
ミ
「
総
育
ゼ
ミ
」
を
今
年

４
月
に
設
立
。
勉
強
や
討
論

な
ど
を
行
い
、
全
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。

「
お
互
い
に
教
え
合
う
こ
と

で
、
苦
手
分
野
を
克
服
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
学
習
を
継
続
し
、
次
回（
１２

月
７
日
開
催
）
は
優
勝
を
目

指
し
ま
す
」
（
中
村
さ
ん
）

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

全
国
の
学
生
、
社
会
人

を
対
象
に
経
済
学
の
数
理

的
・
理
論
的
な
基
礎
知
識

の
習
得
度
と
応
用
能
力
の

レ
ベ
ル
を
判
定
す
る
「
経

済
学
検
定
試
験
（
Ｅ
Ｒ

Ｅ
）」
の
第
２６
回
試
験
（
７

月
６
日
、
全
国
１５
会
場
）

の
Ｅ
Ｒ
Ｅ
ミ
ク
ロ
・
マ
ク

ロ
大
学
対
抗
戦
に
本
学
の

チ
ー
ム
が
初
出
場
し
、「
経

済
学
検
定
演
習
講
座
Ａ
」

チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
遂
げ

た
。
メ
ン
バ
ー
は
▽
塚
本

峻
平
（
経
済
３
）
▽
宮
本

大
暉
（
経
済
３
）
▽
矢
部

晃
大
（
経
済
３
）
▽
山
崎

亮
（
経
済
２
）
▽
町
田
春

菜
（
経
済
２
）
▽
平
良
春

人
（
経
済
２
）
▽
古
郡
拓

也
（
経
営
２
）
▽
田
中
理

沙
子
（
文
３
）
▽
中
村
天

平
（
文
２
）
の
９
人
（
敬

称
略
）
。
メ
ン
バ
ー
た
ち

は
石
川
秀
樹
氏
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ

大
学
院
大
学
経
営
管
理
研

究
科
准
教
授
）
と
と
も
に

１０
月
２０
日
、
矢
野
建
一
学

長
を
訪
問
し
、
成
果
を
報

告
し
た
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
。

恒
例
の
留
学
生
交
流
バ
ス

ハ
イ
ク
「
富
士
山
五
合
目
＆

ぶ
ど
う
狩
り
」
が
１０
月
１９
日

に
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
８

カ
国
４２
人
（
留
学
生
２１
人
、

日
本
人
学
生
２１
人
）
が
参
加

し
、
親
睦
を
深
め
た
。

富
士
山
五
合
目
付
近
は
霧

に
覆
わ
れ
た
が
、
世
界
文
化

遺
産
の
富
士
山
の
威
容
を
一

瞬
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
山
梨
県
内
の
ぶ

ど
う
農
園
に
移
動
し
、
留
学

生
た
ち
に
と
っ
て
は
初
体
験

と
な
る
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し

み
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
た
。

参
加
学
生
に
と
っ
て
、
思
い

出
深
い
一
日
と
な
っ
た
。

ま
た
「
第
２９
回
専
修
大
学

留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交

流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
（
７

月
８
日
、
向
ヶ
丘
遊
園
南
口

・
ビ
ッ
グ
ボ
ウ
ル
）
に
は
、

６
カ
国
の
留
学
生
２８
人
と
日

本
人
学
生
３３
人
が
参
加
。
こ

の
大
会
は
中
和
ビ
ル
の
山
田

長
満
社
長
と
ビ
ッ
グ
ボ
ウ
ル

の
協
力
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
。
今
回
も
盛
り
上
が

り
、
鎌
田
啓
奨
さ
ん（
商
１
）

の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

∥
◇
∥

「
留
学
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
に
よ

る
講
演
会
」
を
１２
月
１３
日

（
土
）
に
開
催
す
る
。
今
回

は
学
生
時
代
に
米
ネ
ブ
ラ
ス

カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
で
の

長
期
交
換
留
学
を
経
験
し
、

現
在
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍

す
る
俳
優
の
尾
崎
英
二
郎
さ

ん
（
平
３
経
済
）
を
講
師
に

招
く
。

▽
時
間
∥
１０
～
１２
時
▽
場
所

∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
対
象

∥
長
期
交
換
留
学
、
中
期
留

学
、
春
期
留
学
の
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
候
補
者
。
一
般
学
生
も

参
加
可
。


国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

３年半前からスペイン語を習ってい

ます。３０代で新しい外国語を学ぼうと

思ったのは、なにか新しいことを始め

たかったのと、スペイン語ならば私の

専門である

英語圏カリ

ブの演劇と

文学を研究するにあたり、読める資料

が増えると思ったためです。

アラサーで始めたスペイン語学習

は、語学習得の基本姿勢を思い出す良

い機会になりました。「言語を習うと

きは、その言語をそのまま受け入れな

ければならない」と、私のスペイン語

の先生は口を酸っぱくして言います。

習い始めのころ、私は得意な英語との

文法や単語の類似点を探して他言語に

置き換えようとしてばかり。そのたび

に先生には英語や日本語に翻訳しよう

とせず、スペイン語をスペイン語とし

て「無条件に」受け入れなさいと叱ら

れました。

これまで、本学や他大学で英語ライ

ティングの授業を担当してきました。

履修生のほとんどに見られるミスのひ

とつに、フォーマルな文章で「ａｎｄ」

や「ｂｕｔ」といった接続詞から文章

を書き始めるというのがあります。こ

れらの単語はそれぞれ「そして」と「し

かしながら」の意味に相当しますし、

日本語ではフォーマルな場合でもこれ

らを文頭に置くことは可能です。しか

し、英語の「ａｎｄ」と日本語の「そ

して」は「同じ」単語ではありません。

意味は同じでも、文法的なルールが異

なります。

他言語を

自分の知っ

ている単語に置き換えるだけでは、意

味の通る英語にはなりません。それを

すれば、英語力アップの妨げになりま

す。スペイン語をスペイン語として受

け入れることが、私にとって上達の近

道でした。英語と日本語の類似点を探

すのではなく、英語がほかのいかなる

言語とも違うことを忘れずに学習する

ことが、他言語を学ぶ学生にとっても

近道になるのではないでしょうか。

※短縮版。全文はＣＡＬＬ研究室ホー

ムページで。

学
生
部
講
座

学
生
部
で
は
、
学
生
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的
に
各

種
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

★
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

【
手
話
講
座
】
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
手
話
講
習
会
」
が
、
今
年

度
か
ら
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
開
講
さ
れ
て
い
る
。
前
期

の
初
級
編（
６
月
、
全
４
回
）

は
１５
人
が
、
後
期
の
中
級
編

（
１０
～
１１
月
、
全
４
回
）
は

１３
人
が
受
講
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ホ
ー
プ
代
表
の
永
田
潔
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学

生
た
ち
は
自
己
紹
介
か
ら
簡

単
な
会
話
ま
で
の
表
現
を
学

ん
だ
。

中
級
編
か
ら
受
講
し
た
江

口
諒
介
さ
ん
（
法
４
）
は
「
高

校
時
代
に
、
困
っ
て
い
る
聴

覚
障
が
い
者
の
方
と
身
振
り

手
振
り
で
何
と
か
会
話
し
た

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
少
し
で
も
手
話
を
覚

え
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

【
自
己
表
現
＆
ボ
イ
ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
】
自
己
表
現
力
ア

ッ
プ
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
９
月
１９
日
に
行

わ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
「
Ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｌ

ｏ
ｒ
」
代
表
で
、
元
Ｒ
Ｋ
Ｂ

毎
日
放
送
（
福
岡
）
ラ
ジ
オ

キ
ャ
ス
タ
ー
の
堀
川
美
紀
さ

ん
が
講
師
を
担
当
。
受
講
し

た
２１
人
は
聞
き
取
り
や
す
い

話
し
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う

と
、
腹
式
呼
吸
や
滑
舌
・
発

声
、
笑
顔
の
作
り
方
を
練
習

し
た
。
ま
た
、
印
象
に
残
る

自
己
紹
介
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
、
実
際
に
全
員
の
前
で
自

己
紹
介
を
行
っ
た
。

★
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

【
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
セ
ミ

ナ
ー
】
自
分
を
生
か
す
色
∥

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
を
調
べ

る
セ
ミ
ナ
ー
が
９
月
２０
日
に

開
催
さ
れ
た
。
カ
ラ
リ
ス
ト

の
大
貫
い
つ
き
さ
ん
、
堀
川

美
紀
さ
ん
に
よ
る
講
義
と
診

断
を
実
施
。
参
加
し
た
学
生

２１
人
は
『
自
分
色
』
を
探
る

と
と
も
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ

ラ
ー
を
身
に
着
け
る
メ
リ
ッ

ト
を
学
ん
だ
。

ヒ
ト
の
血
液
型
と
し

て
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
は
Ａ
Ｂ
Ｏ
式

血
液
型
で
す
。
血
液
中
の

赤
血
球
の
表
面
に
は
血
液

型
抗
原
と
呼
ば
れ
る
抗
原

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
血

液
型
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

赤
血
球
に
Ａ
型
抗

原
の
あ
る
も
の
が

Ａ
型
、
Ｂ
型
抗
原

の
あ
る
も
の
が
Ｂ

型
、
両
方
と
も
あ

る
の
が
Ａ
Ｂ
型
、

な
い
も
の
が
Ｏ
型

で
す
。
Ｏ
型
の
Ｏ

は
血
液
型
抗
原
が
な
い
、

す
な
わ
ち
ゼ
ロ
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

一
方
血
液
の
液
体
成
分

け
っ
し
ょ
う

で
あ
る
血
漿
の
中
に
は
、

同
じ
型
の
血
液
型
抗
原
と

反
応
す
る
抗
体
が
存
在
し

ま
す
。
Ａ
型
の
人
の
血
漿

中
に
は
抗
Ｂ
抗
体
、
Ｂ
型

の
血
漿
中
に
は
抗
Ａ
抗
体

が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｂ
型
の

血
漿
中
に
は
抗
体
は
な

く
、
一
方
Ｏ
型
の
血
漿
中

に
は
抗
Ａ
、
抗
Ｂ
両
方
の

抗
体
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
型
抗
原
は
抗
Ａ
抗

体
、
Ｂ
型
抗
原
は
抗
Ｂ
抗

体
と
反
応
す
る
の
で
、
も

し
Ａ
型
の
赤
血
球
を
Ｂ
型

の
人
に
輸
血
す
る
と
、
赤

血
球
表
面
の
Ａ
型
抗
原
と

血
漿
中
の
抗
Ａ
抗
体
と
が

反
応
し
て
、
血
液
が
凝
固

し
て
し
ま
い
ま
す
。
Ａ
Ｂ

型
の
人
は
両
方
の
抗
原
を

持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｏ
型
の
ど
の
人

に
輸
血
し
て
も
血
液
凝
固

が
生
じ
ま
す
。
一
方
Ｏ
型

の
人
は
赤
血
球
の
Ａ
、
Ｂ

抗
原
が
な
い
の
で
、
ど
の

血
液
型
の
人
に
も
輸
血
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

逆
に
血
漿
中
に
は
抗
Ａ
、

抗
Ｂ
両
方
の
抗
体
が
あ
る

の
で
、
Ｏ
型
以
外
の
血
液

型
の
人
か
ら
輸
血
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
血
液
型
の
仕

組
み
は
１
９
０
０
年
に
オ

ー
ス
ト
リ
ア
のL

a
n
d
s
t

e
i
n
e
r

に
よ
り
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
業

績
で
１
９
３
０
年
に
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の

血
液
型
を
正
確
に
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
（
保

健
室
）

経
済
学
検
定
演
習
講
座
Ａ
チ
ー
ム

ＥＲＥ大学対抗戦に準優勝

大人になってからの外国語学習

血 液 型

経済学部講師

ー●３３●ー

英 語

松田 智穂子

ぶ
ど
う
狩
り

ボ
ウ
リ
ン
グ

留
学
生
と
交
流

▶

矢
野
学
長
（
中
央
）
に
成
果
を
報
告
す
る

「
経
済
学
検
定
演
習
講
座
Ａ
」
チ
ー
ム

▶

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
布
を

当
て
、
自
分
色
を
探
る

▶

積
極
的
に
実
技
に
取

り
組
む
受
講
生
た
ち

▶

口
を
大
き
く
開
け
発

声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▶

ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し
む
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